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わが
を
語
る

市
十
勝
の
中
核
都
市　

帯
広

　

４
月
放
映
開
始
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説「
な
つ
ぞ
ら
」
の
舞
台
と

な
る
北
海
道
・
十
勝
。

　

北
は
大
雪
山
、
東
は
阿
寒
摩
周
の
二

つ
の
国
立
公
園
、
西
は
日
高
山
脈
襟え
り
も裳

国
定
公
園
に
囲
ま
れ
た
、
１
市
16
町
２

村
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
地
域
は
、
全
道

面
積
の
13
％
を
占
め
て
お
り
、
岐
阜
県

と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を

有
し
て
い
ま
す
。
き

れ
い
な
空
気
と
お
い

し
い
水
、美
し
い
景
観

を
有
す
る
田
園
空
間

と
先
人
た
ち
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、安

全
・
安
心
な
農
畜
産
物

を
数
多
く
生
み
出
す
、

日
本
の
食
料
基
地
と

し
て
発
展
を
続
け
て

お
り
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
の
食
料
自

給
率
は
１
２
０
０
％
を
超
え
、
約
34
万

人
が
住
む
地
域
で
約
４
０
０
万
人
分
も

の
食
料
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
は
、
こ
の
十
勝
の
中
心
に
位

置
し
、
高
速
道
路
や
鉄
道
網
、
と
か
ち

帯
広
空
港
を
通
じ
た
十
勝
の
玄
関
口
と

な
っ
て
お
り
、
産
業
経
済
、
教
育
、
福

祉
、
行
政
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
し

た
十
勝
の
中
核
都
市
で
す
。

森
に
囲
ま
れ
た
街

　

街
を
森
で
囲
ん
だ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
」を
モ
デ
ル
と
し
て
、

１
９
７
５
年
に
開
催
さ
れ
た
市
民
植

樹
祭
か
ら
造
成
が
始
ま
っ
た「
帯
広
の

森
」
は
、
都
市
計
画
決
定
面
積
が

４
０
６
・
５
ha
、
幅
が
約
５
５
０
ｍ
、

延
長
は
約
11
㎞
の
規
模
を
有
す
る
広
大

な
都
市
公
園
で
、
北
東
に
広
が
る
十
勝

川
と
札
内
川
の
河
畔
林
と
連
携
し
て
市

街
地
を
包
み
込
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
帯
広
の
森
」は
、
憩
い
の
場
、
学
習

の
場
、
交
流
の
場
、ス
ポ
ー
ツ
の
場
な
ど

の
機
能
を
有
し
、
多
く
の
市
民
に
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
お
り
、ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
競
技
別
強
化
拠
点
と
し
て
指
定
を

受
け
て
い
る「
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー

バ
ル
」も
こ
こ
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
の
計
画
期
間
で
進
め
る
帯

広
の
森
づ
く
り
は
、
市
民
自
ら
の
手
で

植
樹
し
、
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
市
民
が

誇
る
財
産
で
あ
り
、
日
本
国
内
に
お
い

て
も
例
の
見
な
い
特
徴
あ
る
都
市
構
造

を
築
き
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の

ま
ち
づ
く
り 

〜
地
域
の「
稼
ぐ
」を
つ
く
る
〜

　

２
０
１
０
年
に
市
長
就
任
以
来
、
地

域
の
成
長
戦
略
と
し
て「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
」を
旗
印
に
、地
域
の
強
み

で
あ
る「
食
」と「
農
林
漁
業
」を
柱
に
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
成
長
産
業
化

や
食
の
付
加
価
値
向
上
、
地
域
の
魅
力

発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
は
、
食
産
業
の
研
究

開
発
・
輸
出
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
て
、

北
海
道
、
札
幌
市
な
ど
と
十
勝
19
市
町

村
が
連
携
し
、「
北
海
道
フ
ー
ド
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
国
際
戦
略
総
合
特
区
」と

し
て
国
の
指
定
を
受
け
た
ほ
か
、

２
０
１
３
年
に
は
、
十
勝
19
市
町
村
と

し
て
国
の「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」

に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
両
制
度
を
活
用

夢
か
な
う
ま
ち
　
お
び
ひ
ろ

帯お
び
ひ
ろ広
市（
北
海
道
）�

 

帯
広
市
長
　
米よ

ね
ざ
わ沢

則の
り
ひ
さ寿

1

十勝平野の雄大なパッチワークの田園風景

100年をかけ市民でつくる「帯広の森」
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し
た
十
勝
へ
の
設
備
投
資
な
ど
の
誘
発

額
は
５
５
０
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、　

異
質
な
発
想
を
持
つ
全

国
の
革
新
者
と
十
勝
で
起
業
・
第
二
創

業
を
目
指
す
人
材
と
の
化
学
反
応
に

よ
る
事
業
創
発
を
目
指
す「
と
か
ち
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

２
０
１
５
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

２
０
１
７
年
度
ま
で
に
３
１
６
名
が

参
加
し
、
33
件
の
事
業
構
想
が
生
ま

れ
、
10
件
が
事
業
化
に
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
で

は
、
道
内
で
唯
一
人
口
が
増
加
し
た
札

幌
市
を
含
む
石
狩
地
域
を
除
く
と
、
十

勝
は
人
口
の
減
少
率
が
最
も
低
く
推
移

し
て
い
る
ほ
か
、
２
０
１
８
年
３
月
に

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

発
表
し
た
将
来
推
計
の
道
内
主
要
都
市

の
比
較
に
お
い
て
も
、
本
市
の
人
口
減

少
率
は
札
幌
市
に
次
い
で
２
番
目
に
低

く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
こ
う
し
た

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
の
取
り
組

み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

開
拓
の
歴
史
を
今
に
つ
な
ぐ 

世
界
で
唯
一
の「
ば
ん
え
い
競
馬
」

　

体
重
１
ｔ
を
超
え
る
馬
が
重
り
を
乗

せ
た
鉄
ソ
リ
を
引
い
て
、
直
線
コ
ー
ス

で
力
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
世
界
で
唯
一

の「
ば
ん
え
い
競
馬
」は
、
長
年
、
北
海

道
内
の
自
治
体
が
共
同
で
運
営
し
て
き

ま
し
た
が
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
本
市

が
単
独
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

単
独
開
催
へ
の
移
行
後
、
一
時
、
売

り
上
げ
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
市
民
や

全
国
の
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
ナ
イ
タ
ー
開
催

日
の
増
加
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
勝
馬
投
票
券
の
販
売
拡
大
な
ど
に

取
り
組
み
、
２
０
１
７
年
度
に
は
、
発

売
額
が
過
去
最
高
の
約
２
２
０
億
円
を

記
録
す
る
ま
で
と
な
り
、
近
年
は
堅
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
北
海
道
開
拓
に
お
い

て
、
交
通
、
運
搬
、
農
作
業
な
ど
に
活

躍
し
た
馬
の
価
値
や
力
を
試
す
た
め
の

競
争
と
し
て
始
ま
っ
た「
ば
ん
え
い
競

馬
」
は
、
北
海
道
開
拓
の
歴
史
を
今
日

に
伝
え
る
文
化
遺
産
で
あ
る
と
と
も

に
、
人
々
に
感
動
を
与
え
る
本
市
の
貴

重
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
と
開
く 

十
勝
・
帯
広
の
未
来

　

約
１
３
０
年
前
、
十
勝
・
帯
広
を
開

拓
し
た
の
は
、
官
主
導
の
屯
田
兵
で
は

な
く
、
大
き
な
夢
と
開
拓
者
精
神
溢あ
ふ

れ

る
民
間
の
開
拓
移
民
で
し
た
。

　

十
勝
・
帯
広
に
は
、
将
来
へ
の
発
展

の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま

す
。
未
来
に
挑
戦
す
る
進
取
の
精
神
を

受
け
継
ぐ
市
民
と
と
も
に
、
新
し
い
開

拓
の
時
代
に
覚
悟
を
持
っ
て
向
き
合

い
、
知
恵
や
情
熱
を
結
集
し
、
す
べ
て

の
市
民
の
幸
せ
を
座
標
軸
に
据
え
な
が

ら
、「
夢
か
な
う
ま
ち　

お
び
ひ
ろ
」の

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

世界で唯一のばんえい競馬

◆ 

面
積　
　

６
１
９
・
34
㎢

◆ 

人
口　
　

16
万
６
９
８
０
人

◆ 

世
帯
数　

８
万
７
６
９
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
環
境
に
や
さ
し
い　

活
力
あ
る　

田
園
都
市　

お
び
ひ
ろ

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
十
勝
平
野
の
中
心
部
に
位

置
し
、
都
市
と
農
村
が
調
和
し
た
、
澄
ん
だ

青
空
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
雄
大
な
大
地
に
恵

ま
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
小
麦
、馬
鈴
薯
、て
ん
菜（
ビ
ー
ト
）、

豆
類
、
長
い
も
、
乳
製
品
、
ス
イ
ー
ツ
、
豚
丼

〔
観
光
〕
愛
国
・
幸
福
駅
、
ば
ん
え
い
競
馬
、

紫
竹
ガ
ー
デ
ン
、
真
鍋
庭
園
、
ポ
ロ
シ
リ
自

然
公
園
、
岩
内
仙
峡
、
北
の
屋
台

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
帯
広
三
大
ま
つ
り
（
お
び
ひ

ろ
平
原
ま
つ
り
、
お
び
ひ
ろ
菊
ま
つ
り
、
お

び
ひ
ろ
氷
ま
つ
り
）、
勝
毎
花
火
大
会
、
と

か
ち
マ
ル
シ
ェ
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
マ

ラ
ソ
ン

帯広市長

米沢則寿

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

札幌市
帯広市
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わが
を
語
る

市
琵
琶
湖
と�

世
界
文
化
遺
産
の
延
暦
寺

　

琵
琶
湖
の
南
西
に
広
が
る
滋
賀
県

の
県
庁
所
在
地
で
、
２
０
１
８
年
に
市

制
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
天
智

天
皇
が
建
都
し
た
近
江
大
津
宮
、
明
智

光
秀
の
坂
本
城
な
ど
１
３
５
０
年
以

上
の
古
都
。
最
澄
が
比
叡
山
で

天
台
宗
を
開
宗
し
た
世
界
文
化

遺
産
の
延
暦
寺
や
三
井
寺
、
石

山
寺
な
ど
の
古
社
寺
や
史
跡
、

名
勝
が
数
多
く
、
国
指
定
文
化

財
保
有
件
数
の
多
さ
は
、
京
都
、

奈
良
に
次
い
で
全
国
３
番
目
を

誇
り
ま
す
。

子
ど
も
と
女
性�

〜�

住
む
人
を
増
や
す
〜

　

人
口
減
少
の
中
、
ま
ず
は
大

津
に
住
む
人
を
増
や
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
女
性
は
社
会
の
中
で

仕
事
か
子
育
て
か
の
二
者
択
一

を
迫
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

状
況
を
大
津
か
ら
変
え
、
女
性

が
自
由
に
選
択
で
き
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。
ま
ず
、
待
機
児

童
の
解
消
に
取
り
組
み
、
６
年

間
で
民
間
保
育
所
等
の
入
所
定

員
を
２
３
０
０
人
増
や
し
、

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
年
度
当

初
の
待
機
児
童
が
３
年
連
続
ゼ

ロ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

結
果
、
子
ど
も
を
育
て
る
女
性

の
特
別
徴
収
者
数
は
２
０
１
１

年
か
ら
５
年
で
１
・
５
倍
に
増
加

し
、
２
０
１
７
年
に
は
、
い
わ
ゆ

る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率

は
２
０
０
５
年
に
は
１
・
24
だ
っ

た
の
が
２
０
１
５
年
に
は
１
・
50

に
上
昇
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と�

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　

子
育
て
や
女
性
へ
の
政
策
も
、
根
拠

に
基
づ
い
た
施
策
の
展
開
が
重
要
で

あ
り
、
２
０
１
８
年
４
月
に
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
に
よ
る
仕
事
の
進
め
方
を

重
視
し
、
デ
ー
タ
ラ
ボ
と
い
う
組
織
を

〝
大
津
再
生
〟

〜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
〜

大お

お

つ津
市（
滋
賀
県
）�

 

大
津
市
長
　
越こ

し

　
直な

お

み美

2
世界文化遺産「延暦寺根本中堂」

比叡山から望む大津市と琵琶湖
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新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
な
ど
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
見
据
え
、
自
動
運
転
の
実
用
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
へ�

〜�
民
間
に
で
き
る
こ
と
は�

民
間
で
〜

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少

社
会
へ
と
進
む
中
で
、
税
収
が
減
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
将
来
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
社
会
資
本
の
ス

リ
ム
化
や
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手

法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
の
民
間

活
力
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

２
０
１
１
年
に
廃
止
し
た
競
輪
場

跡
地
は
、
現
在
、
民
間
事
業
者
が
競
輪

場
施
設
を
解
体
し
、
商
業
施
設
と
多
目

的
広
場
を
整
備
中
で
す
。
ま
た
、
ガ
ス

事
業
に
つ
い
て
は
、
資
産
は
市
が
保
有

し
た
ま
ま
運
営
権
を
民
間
に
渡
す
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
全
国
で
初
め

て
採
用
し
、
本
年
４
月
か
ら
の
事
業
開

始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
次
の
時
代
に
も
市
民
に

と
っ
て
持
続
可
能
で
住
み
続
け
た
い

と
願
わ
れ
る
ま
ち
へ
と
ベ
ン
チ
ャ
ー

精
神
の
ご
と
く
、
変
革
を
遂
げ
て
い
き

ま
す
。

びわ湖テラスからの眺望

0
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40
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100

平成29年度  年齢階級別女性の有業率

全国
滋賀県
大津市

年齢階級別女性の有業率
単位：％ 

出典：総務省「平成29年  就業構造基本調査」
 

大津市の女性の有業率の推移（M字カーブの改善）

◆ 

面
積　
　

４
６
４
・
51
㎢

◆ 

人
口　
　

34
万
２
９
１
９
人

◆ 

世
帯
数　

14
万
８
０
４
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕『
ひ
と
、
自
然
、
歴
史
の
縁

で
織
り
な
す　

住
み
続
け
た
い
ま
ち　
〝
大

津
再
生
〟』　

〜
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な

ま
ち
へ
の
変
革
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
琵
琶
湖
と
比
叡
･
比
良
の

山
々
、
そ
の
間
に
広
が
る
里
山
と
河
川
な
ど

の
自
然
を
ぜ
い
た
く
に
享
受
で
き
る
〝
住
環

高
質
〟
の
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
２
０
０
６
年
3
月
20
日
、

志
賀
町
合
併

〔
特
産
品
〕
湖
魚
佃
煮
、
し
じ
み
、
鮒
寿
司
、

大
津
絵

〔
観
光
〕
比
叡
山
延
暦
寺
、園
城
寺（
三
井
寺
）、

石
山
寺
、
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
、
琵
琶
湖
疏
水

通
船
、
び
わ
湖
バ
レ
イ
・
び
わ
湖
テ
ラ
ス

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
大
津
三
大
祭
り
（
大
津
祭
・

山
王
祭
・
船
幸
祭
）、
び
わ
湖
大
花
火
大
会
、

び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会

大津市長

越　直美

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大津市



FEBRUARY 2019 市政 28

わが
を
語
る

市
南
九
州
市
っ
て
ど
こ
？

　

南
九
州
市
は
日
本
一
名
前
の
長
い
市

で
す
。
平
仮
名
に
す
る
と「
み
な
み

き
ゅ
う
し
ゅ
う
し
」と
十
文
字
に
も
な

り
ま
す
。

　

で
は
、
本
市
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
聞

か
れ
て
読
者
の
皆
さ
ん
は
す
ぐ
に
思
い

つ
く
で
し
ょ
う
か
？
「
北
九
州
市（
福

岡
県
）の
南
隣
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
か
、「
南
九
州
大
学（
宮
崎
県
）の
あ

る
ま
ち
で
す
か
」と
か
言
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
は

知
名
度
が
イ
マ
イ
チ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。
本
市
は
、
２
０
０
７
年

12
月
に
同
程
度
の
人
口
規
模
を
有
し
て

い
た
鹿
児
島
県
の
知ち
ら
ん覧

町
、
川か

わ
な
べ辺

町
、

頴え

い娃
町
が
対
等
合
併
す
る
形
で
誕
生

し
た
ま
だ
ま
だ
新
し
い
ま
ち
だ
か
ら

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を 

生
か
し
て

　

知
覧
地
域
に
は
、
太
平
洋
戦
争
末

期
、
爆
弾
を
搭
載
し
た
航
空
機
で
ア
メ

リ
カ
の
敵
艦
に
体
当
た
り
攻
撃
を
行
っ

た
陸
軍
の
特
別
攻
撃
隊
、
い
わ
ゆ
る
特

攻
隊
の
出
撃
基
地
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｖ

６
の
岡
田
准
一
さ
ん
主
演
の『
永
遠
の

０
』や
高
倉
健
さ
ん
主
演
の『
ホ
タ
ル
』

（
知
覧
地
域
が
ロ
ケ
地
）
な
ど
で
ご
存

じ
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
当
時
の
史
料
を
数
多
く
展
示
し
て

い
る「
知
覧
特
攻
平
和
会
館
」
に
は
、

映
画
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
実
際
の
特

攻
隊
員
の
姿
を
知
り
た
い
と
思
う
方
が

今
も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

川
辺
地
域
に
は
良
質
な
肉
質
を
誇
る

か
わ
な
べ
牛
や
川
辺
仏
壇
と
い
っ
た
特

産
品
が
あ
り
、
頴
娃
地
域
に
は
鹿
児
島

名
産
の
焼
酎
の
原
料
と
な
る
さ
つ
ま

い
も
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
品
も
豊
富

で
す
。
ま
た
、
各
地
域
共
に
お
茶
が
栽

培
さ
れ
、
荒
茶
の
生
産
量
は
日
本
全
体

の
約
14
％
を
占
め
、
日
本
一
の
茶
産
地

で
す
。

　

旧
３
町
と
も
歴
史
や
文
化
が
異
な
る

こ
と
か
ら
調
和
を
図
り
な
が
ら
一
体
感

を
醸
成
し
て
き
た
の
が
今
ま
で
の
歩
み

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も

一
体
感
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

新
し
い
段
階
に
踏
み
込
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
２
０
１
７
年
４
月
に

は
そ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
緑
茶
の

銘
柄
を「
知
覧
茶
」に
統
一
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
各
地
域
の
農
家
が
大
切
に
し

て
き
た
お
茶
作
り
の
思
い
が
名
実
と
も

に
一
つ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
知
覧
茶
の
魅
力

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
同
年
12
月
に
は
、
本
市
の
将
来
を

担
う
中
学
生
に
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や

「
み
な
、
み
り
ょ
く
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
選
考
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は
み
ん
な
が

魅
力
的
で
あ
り
、
南
九
州
市
の
力（
南

力
）と
い
う
思
い
を
込
め
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
違
う
こ
と
を
騒

ぐ
の
で
は
な
く
、
そ
の
違
い
を
個
性
と

し
て
認
め
合
い
、
互
い
の
長
所
を
伸
ば

し
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
れ
か
ら
の
世
代
の
希
望
に

わ
れ
わ
れ
大
人
は
応
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

旧
町
の
互
い
の
長
所
を
伸
ば
し
合
う

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

南み
な
み
き
ゅ
う
し
ゅ
う

九
州
市（
鹿
児
島
県
）�

 

南
九
州
市
長
　
塗ぬ

る

き木
弘ひ

ろ
ゆ
き幸

3
市内各地に広がる広大な知覧茶の茶畑
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地
方
創
生
の
流
れ
の
中
で

　

日
本
全
体
が
直
面
し
て
い
る
よ
う
に

本
市
も
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と

い
っ
た
課
題
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
５
０
年
に
は
現
在
の
人
口
の
半
分

以
下
の
１
万
５
千
人
程
度
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
目
を
向

け
る
と
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

夫
婦
だ
け
の
世
帯
が
増
え
て
い
る
反

面
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
で
地
域
の
学
校
が
閉
校
す
る
な
ど
今

ま
で
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
直
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま

す
。
人
口
の
激
減
を
防
ぐ
た
め
の
特
効

薬
は
な
く
、
総
合
的
か
つ
継
続
的
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

他
方
で
、
本
市
に
居
住
す
る
人
だ
け

で
な
く
、
本
市
を
訪
れ
る
人
口
、
す
な

わ
ち
、
交
流
人
口
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
で
も
ま
ち
全
体
を
活
性
化
し
て
い
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
３

月
に
は
、
本
市
を
経
由
し
、
鹿
児
島
市

か
ら
枕
崎
市
ま
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
高

規
格
道
路
の「
南
薩
縦
貫
道
」
も
開
通

し
ま
し
た
。
県
都
で
あ
る
鹿
児
島
市
へ

の
通
勤
、
通
学
時
間
の
短
縮
に
よ
る
定

住
者
の
増
加
だ
け
で
な
く
、「
週
末
は

南
九
州
市
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
よ

う
」と
考
え
る
方
た
ち
と
の
交
流
が
今

後
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

新
た
な
地
域
の
活
力

　

全
国
各
地
か
ら
注
目
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
か
ら
表
彰
も
さ
れ
て
い
る
頴

娃
地
域
を
中
心
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
頴
娃
お
こ
そ
会
」
は
、
空
き
家
再

生
な
ど
地
域
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
従
来
の
発
想
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
活
動
し
て
い
る
同
団

体
を
非
常
に
頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
同
団
体
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
２
０
１
８
年
末
現
在
、
２
名
の

隊
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
ま
っ
た

く
環
境
の
異
な
る
新
天
地
で〝
地
域
お

こ
し
協
力
隊
卒
業
後
の
起
業
〟を
見
据

え
て
奮
闘
し
て
い
る
若
者
の
姿
に
地
域

住
民
が
共
鳴
し
、
新
た
な
活
動
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
川
辺
地
域
に
お
い
て
も
廃
校

を
活
用
し
た「
か
わ
な
べ
森
の
学
校
」

が
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
内
閣
府
の
地

方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

昔
な
が
ら
の
校
舎
の
耐
震
工
事
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
の
資
源
を
活
用
し

た
こ
と
で
、
活
気
あ
ふ
れ
る
人
々
が
集

う
場
が
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
行
政
と
地
域
が
互

い
に
尊
重
し
合
う
、「
協
働
」を
通
じ
て

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

話題のパワースポットとしても有名な「釜蓋神社」

◆ 

面
積　
　

３
５
７
・
91
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
５
４
５
５
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
６
７
６
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る　

住
み
よ
い
ま
ち　

南
九
州
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
日
本
一
の
茶
産
地
が
広
が

る
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
歴
史
と
伝
統
が

息
づ
き
、
平
和
を
語
り
継
ぐ
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
２
０
０
７
年
12
月
１
日
、

頴
娃
町
・
知
覧
町
・
川
辺
町
の
３
町
対
等

合
併

〔
特
産
品
〕
知
覧
茶
、
か
わ
な
べ
牛
、
さ
つ

ま
い
も
、
川
辺
仏
壇
、
鶏
卵
、
焼
酎
、
漬
物

大
根

〔
観
光
〕
知
覧
特
攻
平
和
会
館
、
知
覧
武
家

屋
敷
庭
園
群
、
番
所
鼻
自
然
公
園
、
瀬
平
公

園
、
釜
蓋
神
社
、
清
水
磨
崖
仏

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
知
覧
ね
ぷ
た
祭
り
、
か
わ
な

べ
磨
崖
仏
ま
つ
り
、
川
辺
二
日
市
、
川
辺
祗

園
祭
、
え
い
の
ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り
、
小
京
都

ふ
る
さ
と
祭

南九州市長

塗木弘幸

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

鹿児島市

南九州市


